
年

末

年

始

臨

時

奉

仕

申

込

書

年

組

才

学
校
名

年
齢

ふ
り
が
な

㎝

氏

名

男

・

女

身
長

貴
大
社
年
末
年
始
に
際
し
、
責
任
あ
る
態
度
を
も
っ
て
臨
時
奉
仕
致
し
度
く
、
保
護
者
の
同
意
を
得
て
申
し
込
み
ま
す
。

令

和

年

月

日

奉

仕

希

望

日

令
和

年

月

日

～

令
和

年

月

日

※
数
字
に
て
記
入
し
て
下
さ
い

保

護

者

氏

名

印

住

所

連

絡

先

〒

－

(

電
話)

－

－

過
去
奉
仕
経
験

有

・

無

(

経
験
場
所
・

)

紹

介

者

三

嶋

大

社

宮
司

矢

田

部

盛

男

殿

学

校

許

可

欄

（
高
校
生
以
外
は
不
要
で
す
）

許

可

者

氏

名

印

キ

リ

ト

リ

奉

仕

要

項

一
、
奉

仕

内

容

神
札
授
与
品
の
授
与
、
祈
祷
参
拝
者
接
遇

一
、
奉
仕
予
定
者
数

一
〇
〇
名
程
度
（
先
着
順
）
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

一
、
奉

仕

期

間

左
記
の
通
り
で
す
の
で
希
望
す
る
期
日
を
申
込
書
に
記
入
願
い
ま
す
。

①

令
和
九
年

一
月
一
日

～

一
月

三
日
ま
で

②

同

右

～

一
月

四
、
五
日
ま
で

③

同

右

～

一
月

六
、
七
日
ま
で

④

令
和
八
年
十
二
月
二
十
六
日
～
翌
年
一
月

日
ま
で

※
高
校
生
の
申
込
み
不
可

⑤

令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
～
翌
年
一
月

日
ま
で

※
高
校
生
の
申
込
み
不
可

追

記

（
１
）
奉
仕
申
込
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
保
護
者
の
同
意
と
学
校
の
許
可
を
必
ず
得
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

（
２
）
奉
仕
時
間
は
、
午
前
八
時
よ
り
午
後
六
時
半
ま
で
と
し
、
二
交
代
制
の
時
差
奉
仕
と
な
り
ま
す
。
（
休
憩
時
間
有
）

高
校
生
の
場
合
は
原
則
と
し
て
休
憩
時
間
を
除
き
八
時
間
奉
仕
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
ア
ル
バ
イ
ト
と
違
い
奉
仕
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
御
奉
仕
頂
い
た
方
に
は
一
般
社
会
の
基
準
に
則
り
、
奉
仕
料
を
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。

（
４
）
奉
仕
の
際
に
は
希
望
期
間
内
お
休
み
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
お
休
み
す
る
場
合
は
事
前
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

（
５
）
昼
食
は
支
給
致
し
ま
す
。
白
衣
、
緋
袴
は
貸
与
致
し
ま
す
が
、
白
足
袋
、
襦
袢
（
半
衿
付
き
の
半
襦
袢
）
、
草
履
、

浴
衣
用
紐
、
髪
用
黒
ゴ
ム
、
電
卓
を
持
参
頂
き
ま
す
。

（
６
）
十
二
月
中
旬
に
御
奉
仕
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。
（
後
日
奉
仕
決
定
者
に
連
絡
し
ま
す
。
）

（
７
）
申
込
受
付
後
、
各
学
校
宛
奉
仕
許
可
を
再
度
お
願
い
す
る
様
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
不
許
可
の
方
に
は
大
変
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
奉
仕
を
御
遠
慮
頂
き
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

(

８)

交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(

９)

申
込
用
紙
は
午
前
九
時
～
午
後
四
時
の
間
に
御
提
出
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

三
嶋
大
社

総
務
課

電
話

〇
五
五
ー
九
七
五
ー
〇
一
七
二


